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2005 年  11 月  02 日  

熊野の旅 熊野古道歩きと公共施設  市民会館 
 熊野市で何か講演でもあると使われるのがこの『市民会館』です。 
 市民会館というと公園の中に立った建物も多いですが、熊野市の場合は市街地のど

真ん中にあります。便利と言えば便利ですが、駐車場も全く無いところにねじ込み、

長年不便していましたが近年になって民家一軒立ち退いてもらって一応のスペース

を確保しました、この民家の持ち主も毎度出てくる「奥川さん」です。この一族は決

して多くありませんが、木本を語ると出てくる家柄です。 
 商店を二軒立ち退いてもらったところを入り口にして、裏にあった『簡易裁判所』

の跡地に立てたものです。一部隣のお寺の敷地も入っています。 
 小さな簡易裁判所の跡にねじ込んだと言うのが実情です。中心部の住民にはど真ん

中にあるということは便利なことです。駅からも近く、昔流には一等地ですね。 

 
 場所的には駅から『松本峠』に向かう『記念通り商店街』の真ん中右側です。ここ

に用事のある方は少ないと思いますが、気をつけて歩かないと見落としてしまいます。

商店街が短いので通り過ぎて気が付いて戻っても２００ｍくらいです。 
 客席数は舞台を広げて少なくなったので８００位でしょうか。市の大きさから言え

ば妥当なものでしょうね。 
 昔は、演歌歌手など来ると昼夜二回公演でも入りきれなかったのですが、近年では

大物を呼んでも入れ物が小さいのと道中が長いのでコスト的に来てくれないし、半端

な歌手では客が来ないし…役所の文化活動も悩んでいるようです。 
 人口２万・・・老齢者を除くと 14000 人、この数には 0 歳から 64 歳まで含まれ

ます。700 人を二回公演で 1400 人必要ですから 10 人に一人は来て頂かないと… 
周辺を含めても 20 人に一人は来て頂かないと…と、言うことなので大変なことなん

です。 
 人波に巻き込まれるのは『熊野大花火大会』の 8 月 17 日だけですから、どうぞゆ

っくり散策してください。 
by je2luz | 2005-11-02 12:52 



2005 年  11 月  03 日  

熊野の旅 熊野古道歩きと公共施設 観光会館 
 熊野観光についての公の案内所は熊野市駅のそばにある『観光会館』の一階にある

『観光案内所』になります。写真の通り駅に並んで建っていますが、駅を降りた時は

きょろきょろしないと見つかりません。ここは国鉄の土地で借地料を払って使わせて

もらっていたものです。 

 

 この裏側の土地も国鉄の貨物ヤードで、日通が使っていたものですが、国鉄解体後

売却の話しとなり、結局熊野市が買い取っています。目的は観光会館建設用地と言う

ことですが、ホールや売店まで取り込んだ大きな施設の青写真が昔に出来ています。

こんな無駄なものは作らないでいただきたいものです。JR の駅が町の中心だった時

代は終わっています。経常赤字の出る公共施設は要りません。今の観光案内所を充実

させて客の応対に手狭と言うのなら分かりますが、観光客が尋ねてくることがまれな

状態です。（２００９年に完成しちゃいました） 
 観光案内の本が充実し、観光地のデータが簡単に入手できるようになっているので

こうした案内所に来る人が減っているのです。国道から来る人にはわからない施設で

すしね。 
 この観光化案内所ではレンタルサイクルも始めています。熊野の観光スポットの獅

子岩・花の窟・産田神社・有馬松原などは道も比較的平坦で、自転車で回るのには適

しています。営業時間は知りませんが、お役所なので終わりの時間が早いかもしれま

せん。 



 
連絡先・問い合わせは ０５９７－８９－０１００ 熊野市観光協会 です。 
 案内所より自転車の方が利用価値があるかもしれません。 by je2luz | 2005-11-03 12:21 

 

 

 

 

 

 

2005 年  11 月  04 日  

熊野の旅 熊野古道歩きと公共施設 紀南ツアーデザインセンター 
 何とも不思議な名前ですが、旅行業者ではありません。熊野市営の熊野古道のため

の組織であり、前にも取り上げました『熊野の古民家』を使った『休憩所』を管理運

営しているものです。この名前が熊野古道や古民家にふさわしいと考える人は果たし

てどれだけあるのやら…まさに、熊野古道が役所の一存で進行した一つの現れでしょ

うね。 
 ただ、建物自体はすばらしいものですし、無料でお茶が接待されるところは結構な

ものです。お遍路道と違うのは、自然と培われた『お接待』ではないということでし

ょうね。むしろ、街中で勝手に『お休み下さい』と、縁台を置いてあるの方が本当の



姿でしょうね。 
 四国のお遍路道は営々と続いてきています。白いお遍路姿が景色の中に溶け込み、

生活にも溶け込んでいます。歩く人も一部を除き観光客ではありません。 
 熊野古道もかつては信仰の道であり巡礼の道であったのですが、大昔にその風習も

なくなり巡礼の姿など消えていたものです。世界遺産に申請するに当たって、地元の

人でさえが忘れていた道を整備し補修して歩けるようにしたところが大部分なので、

しばらくはつけ刃的な『観光地』に過ぎないでしょうね。 
 そろそろ、ニュースバリューもなくなってきています。一過性の観光客が居なくな

った時が本当の熊野古道に戻るわけです。この接待施設もそれまで運営していられる

かどうか… 
 熊野古道の中でも熊野市内の部分は団体客で行列と言うことはまず無いですから、

ゆっくりと歩くことも出来ます。この接待所ももんびり座敷で座れます。 
 それなのに…古道歩きの人たちを見ると、新宿駅のコンコースを見るような急ぎ足

で血走った感じで歩いているのはなぜでしょうね。ガイドブックに書いてあるものを

見つけようと必死なのでしょうかね。 
 のんびりしてください。熊野古道はオリエンテーションでもなく観光地でもないの

です。 
 神々の里・幽玄・・・これが世界遺産のテーマです。 

 



 

by je2luz | 2005-11-04 12:38 

 

 

 

 

2005 年  11 月  05 日  

熊野の旅 熊野古道歩きと公共施設 キャッシュコーナー 
 昔のたびでは考えられなかったことですが、最近の旅行者の方は現金をあまり持た

ないで旅をしていますね。クレジットカードは熊野古道の旅のような辺鄙なところで

は通用しにくいですが、キャッシュカードは全国何処でも使えると言うのでほとんど

の方はその日暮らし的なお金の持ち方のようです。 
 熊野中心部は非常に小さな町です。松本峠などの散策の途中に意外と沢山のキャッ

シュコーナーがあります。地図を載せますので参考にしてください。 



 
  ①本町郵便局 
 ②第三銀行熊野支店 
 ③スーパー・オークワ 
 ④紀北進用金庫 
 ⑤百五銀行熊野支店 
 ⑥熊野市役所内・第三銀行 
 これだけが観光コースにあるキャッシュコーナーですが、駅の北側には熊野郵便

局・新宮信用金庫・ジャスコサイドキャッシュコーナーなどがあります。 
 国道走行中であれば鬼ヶ城トンネルを抜けて熊野市街を通過し約２．５Km ほどに

あるスーパー・オークワ有馬店の駐車場に百五銀行。第三銀行のキャッシュコーナー

が並んでいます。 
 狭い町のメリットは目的のものを探すのに歩き回らなくて済むことです。 
 この地図を参考に、お金を沢山下ろして、お土産や宿泊に一杯お金を使ってくださ

い。 
 熊野古道はちっともお金にならず、整備費用とごみ・し尿処理などでお金ばかり掛

かります。 
 困ったことにサンマの丸干しを焼いて食わせる店が無いということですね。生のサ

ンマは地元物では無いことが多いですから…何せ、脂気が無いですからね 
        by je2luz | 2005-11-05 08:43 



2005 年  11 月  06 日  

熊野の旅 熊野古道 海より出ずる旭 

 

 熊野古道はほとんどのところは紀伊山地の山の中を走っています。平地の無い紀伊

半島ですから当然のことでしょう。 
 その中では御浜街道か尾鷲に向かうコースは海岸線と完全に平行に進むので海に

見守られながらの道中となります。 
 朝日が昇るときというものは常に感動的なものです。 
 都会の真ん中で普段の喧騒が止み、汚れた空気も心なしか澄んでいる時間に、登っ

てくる場所がビルの谷間でも結構感動的なものです。 
 御来光を拝むために高い山に登る人も多いですね。 
 写真は 2005 年 1 月 2 日の日の出です。 
 真夏は日の出の場所がうんと北によって、海ではなく陸地からあがるように見える

場所も多いのですが、秋から春までの間は太平洋から登ってきます。 
 初日の出の名所となりつつある熊野市の獅子岩から花の窟の海岸からですと、「初

日の出」は真正面の海から登ります。天気がよければ水平線から…この写真のように

水平線上に雲が薄く横たわることが多いのですが、その時はこのようにして顔を出し

ます。 
 何も初日の出でなくても、誰も居ない海岸で日の出を迎えれば何かを感じると思い

ます。夏の日の出は早すぎて起きるのが大変ですが、冬場は時間的には楽です。真冬

以外はさほど寒いことも無いと思います。持っている着替えを着込めば充分でしょう。

場所は七里御浜全域、どこでも結構です。気分的にはやはり最古の神社『花の窟』の

前辺りでしょうか・・・ 
 波打ち際に座って朝日を迎え、打ち寄せる波を見つめていれば誰でも心を空白に出

来るでしょうね。ただし、あまり近づかないことです。下手をすると『ふだらく信仰』

のように海に流されて極楽に行ってしまいますからね。 
 カメラはミノルタα7700i＋コシナワイドズーム by je2luz | 2005-11-06 12:24  



2005 年  11 月  07 日  

熊野の旅 熊野古道に沈む夕日 

 
 写真は鬼ヶ城から見た夕日です。 
 熊野から見る夕日は熊野三山の本宮方面や遠く高野山の方向に沈みます。 
 紀伊山地が青くかすむ先に夕日が落ちてゆく光景は雄大なものです。 
 フダラクに続く熊野灘から登った日輪が霊場の彼方に沈みます。朝日と違い浜に座

ると背中方向に沈んでゆきますが、長く伸びた自分の影に人生の来し方を想うも良し

…無心になり夕日を照り返す波を見るも良し・・・ 

 
 ほとんどの熊野古道歩きの人は目が血走り、急ぎ足で我が家の前を通ってゆきます。 
 ゆったりと、『古の時間』を味わうでもなし、浜に出て『悠久の時』を感ずるでも

なし…単なるハイカー、観光客として熊野を通り過ぎます。 
 一日の始まりと、一日の終わりをこうした自然の中に身を置いてこそ熊野に来た意

味があると思います。 
 熊野の浜辺は閑散として物思う人の邪魔をするものはありません。 
 こられた時は是非味わってください。 
 カメラはミノルタα7700i＋コシナワイドズーム   y je2luz | 2005-11-07 12 

 

 

 

 

2005 年  11 月  08 日  

熊野の旅 大熊野市 本宮のそばまで・・・ 
 2005 年 11 月１日、熊野市が広くなりました。 
 南牟婁郡紀和町を吸収合併しました。その結果、今まで別に扱ってきた紀和町が市



内になり、西の端は和歌山県との県境、熊野川まで延びました。 
 平成の代 f 合併でものすごい面積の市が一杯出来ました。それまでは面積では県下

どころか全国でも負けないくらいだったのですが、今では紀和町を吸収しても県内の

松阪市にも及びません。しかし、人口密度は更に低くなり、数字的にはますます自然

に恵まれた市になりました。これは年を追うごとにどんどん人口密度が下がることに

なっています。 

 
 ご覧の地図の『熊野市』と言う文字の『熊』のところから左が、旧紀和町です。そ

の左の境界線が熊野川で県境になります。 
 見てお分かりのように、南牟婁郡を抱えたような形になっています。元々、同じ南

牟婁の地だったのです。良く似たものを食べ、良く似た言葉をしゃべっている地域で

す。基本的にはやはり、紀伊の国ですから、紀州言葉です。交通の難所の矢ノ川峠峠

を越えると尾鷲からは伊勢言葉の要素が濃くなっています。 
 紀州の『のし言葉』の一番端っこです。 
 この合併で、熊野市内だけで本宮のすぐそばまで行けるようになりました。ただし、

道が変ったわけではありません。住所表示が変わっただけです。 
 これからは、旧紀和町のことも市内の事として書かなくてはなりません。 

by je2luz | 2005-11-08 13:02 

 

 



2005 年  11 月  10 日  

熊野の旅 熊野古道・紀伊山地 １ 
 熊野古道が世界遺産に登録された時のキャッチフレーズが『霊場』だとか『歴史』

だとか『幽玄』などというものが多かったです。事実、それしか言いようが無いのも

確かです。 
 山深く・・・といったところで紀伊山地は岐阜や長野の山のように人を寄せ付けな

い、木々さえ生えることを許さない山ではありません。近づけば足場の無いところも

ありますが、緑の山並みが穏やかに続いています。山又山ですが決して険しくないの

です。かといって、広大な面積ですからなめていては大変なことになります。紀伊山

地の中には修験の修行場になる大峰山や遭難者の続出する大杉谷などもあります。厳

しいところもあります。里山でも山をなめてはいけません。全国では毎年のように山

菜採りやきのこ狩りで命を落とす人が出るのです。これらは里山でおきるのです。紀

伊山地は紀伊半島のほとんどの部分を占めるのです。 
 紀伊山地は広大な面積ですが人工林の割合がものすごく大きいところです。紀州・

吉野という二大林業地を抱えているのです。特に谷沿いには行けども行けども杉の植

林地があります。急斜面にも植林がされています。かといって、誰でもがその谷から

集落に戻れるとは限りません。山に生きた人だけが知る場所もあります。そうしたも

のは地元でも消えて行きつつあります。 
 大幅に増えた林道沿いのみが人の入る山になり、林道から離れれば今の『作業班』

とか呼ばれる山人は近づかなくなっています。 
 紀伊山地が杉や桧の美林で居られるのは何時まででしょうね。 
カメラは  イコフレックス２ARestyled 

 

by je2luz | 2005-11-10 12:54 



2005 年 11 月 11 日 

熊野の旅 熊野古道・紀伊山地  ２ 
 紀伊山地は人工林が多いと書きましたが、熊野古道に限らず、こうした街道沿いは

全国何処でも人工林に囲まれています。 
 昔から道があるから手入れがしやすいと言うことです。それに、街道の景観と木陰

作りから昔の領主なども整備に力を入れてきています。 
 海岸沿いには塩に強く防風林になる『松』を植え、川沿いには桜や柳を植えて堤防

を補強し、山に入れば杉を植えています。 
 日光街道の杉並木などは有名ですね。残念ながら松に関しては松くい虫・線虫の被

害で特別に樹木医とかを入れて保護しているものを除いて消えてしまいました。東海

道でも昔から有名な『三保の松原』も大変な苦労をして老木を守っています。 
 熊野古道では２０Km にわたる見事な松林を誇った『有馬松原』は、近年植林した

子苗と若松を除き松はほとんどなくなっています。 
 アメリカ軍に負けた日本はアメリカから侵入した松の線虫に占領され、松が消えて

いるのです。日本の松がこの線虫に抵抗力を持ち共存できる日が来るのか不明です。

戦後すぐから始まった被害にこの研究がされていると言うニュースは半世紀も前に

見た記憶があるのですが、ガセネタだったのかうまく行かないのか…バイオテクノロ

ジーの発達した今日…やっていないのでしょうか？ 
 海岸線はおろか山間部からも松は消えて行きます。冬場の寒い地域への侵入は遅い

ですが、確実に虫の方は寒さに耐えるように進化しています。紀伊山地ではマツタケ

も取れなくなってきています。 

 



 古道・街道を取り巻く自然は昔から守り育てられたものです。長い年月で木々もそ

の場所に合う形をとり、人の匂いを消しているのです。 
 石畳も近年、世界遺産指定運動で新設されたものが結構ありますが、これらも年月

が経てば自然の中に溶け込んでゆくものと思われます。後百年後になれば・・・ 

 
カメラは ツァイス・イコンタ５２３／１６    y je2luz | 2005-11-11 12:38 
 


